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は
じ
め
に

　
真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
の
栄
西
著
作
『
改
偏
教
主
決
』
は
、
首
尾
の
整
っ
た
完
全
な
書
物
と

し
て
見
つ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
綴
じ
が
失
わ
れ
て
一
紙
一
紙
が
散
乱
し
た
形
（
断
簡
）
で

保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
断
簡
を
集
め
た
断
簡
函
に
保
存
し
て
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
七
月
ま
で
に
行
っ
た
調
査
で
、『
改
偏
教
主
決
』
の
断
簡
の
大

部
分
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
断
簡
調
査
の
概

要
を
記
し
た
上
で
、『
改
偏
教
主
決
』
を
含
む
栄
西
著
作
の
書
写
者
・
伝
来
経
路
を
探
る
手
掛

か
り
と
な
る
資
料
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　
こ
れ
ま
で
の
断
簡
調
査

　
二
〇
〇
四
年
夏
頃
か
ら
、
福
島
金
治
先
生
と
と
も
に
、
断
簡
函
の
試
験
的
調
査
を
始
め
た
。

こ
れ
以
前
に
、
栄
西
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
自
筆
書
状
と
『
無
名
集
』『
隠
語
集
』
が
真
福

寺
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

（
（
（

た
。
ま
た
、『
改
偏
教
主
決
』
の
断
簡
数
紙
が
七

七
合
八
二
号
（
一
紙
）・
八
九
合
六
二
号
（
七
紙
）
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い

た
。
し
か
し
こ
の
う
ち
『
改
偏
教
主
決
』
は
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
を
残
す
の
み
で
あ
り
、
栄
西

著
作
と
し
て
そ
の
価
値
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
に
い
た
。
こ
れ
を
補
う
部
分
が

断
簡
函
に
残
さ
れ
て
い
る
と
は
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
断
簡
函
の
試
験
的
な
調
査
が
進
む
中
で
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
改
偏
教
主
決
の

断
簡
二
紙
が
一
一
〇
合
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
七
月
ま
で
に
、
も
う
二
紙

が
見
つ
か
り
、
こ
れ
ら
合
計
四
紙
は
、
早
速
、
別
置
・
修
復
さ
れ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
同
時
期
、『
東
大
寺
具
書
』
の
断
簡
が
同
様
に
し
て
発
見
さ
れ
た
。『
東
大
寺
具

書
』
は
真
福
寺
善
本
叢
刊
の
収
録
書
目
で
あ
り
、
当
時
、
刊
行
を
準
備
中
で
あ
っ

（
（
（

た
。
こ
う
し

た
事
情
も
あ
っ
て
、『
改
偏
教
主
決
』
お
よ
び
『
東
大
寺
具
書
』
の
断
簡
を
探
す
た
め
の
調
査

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
う
し
て
始
め
ら
れ
た
断
簡
函
調
査
は
、
あ
く
ま
で
『
改
偏
教
主
決
』
と
『
東
大
寺
具
書
』

に
関
係
す
る
も
の
を
探
索
す
る
と
い
う
も
の
で
、
必
ず
し
も
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
改
偏
教
主
決
』
の
法
量
は
、
縦
約
二
九
・
二
糎
、
横
約
二
六
・
三
糎
、『
東
大
寺
具
書
』（
巻

子
）
の
法
量
は
、
縦
二
七
・
〇
〜
二
八
・
〇
糎
で
、
枡
形
聖
教
に
比
べ
大
き
い
紙
を
用
い
て
い

る
。
断
簡
は
一
紙
あ
る
い
は
数
紙
ご
と
に
、
包
紙
と
と
も
に
丸
め
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
、
お

お
よ
そ
の
法
量
が
一
致
す
る
も
の
を
順
に
開
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
し

た
の
は
、
一
〇
七
合
と
一
〇
八
合
の
一
部
、
一
〇
九
合
か
ら
一
一
六
合
、
新
一
合
と
新
七
合
か

ら
新
一
二
合
の
う
ち
文
書
・
印
信
・
近
世
文
書
を
除
い
た
分
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
限
定
し
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
中
に
お
お
よ
そ
の
点
検
を

終
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
改
偏
教
主
決
』『
東
大
寺
具
書
』
関
連
の
断
簡
の
大
部
分
は
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

（
（
（

る
。

二
　
書
写
者
に
つ
い
て

　
断
簡
調
査
で
、
書
写
者
と
伝
来
を
示
す
重
要
な
断
簡
を
二
つ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

つ
は
、
新
一
〇
合
二
一
一
号
の
一
紙
（
縦
二
九
・
一
、
横
約
二
五
・
四
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
発

見
）
で
、
そ
の
識
語
部
分
が
図
版
１
で
あ
る
。

　「
建
久
九
年
初
夏
之
比
、
於
高
・雄

山
□
□（

書
写
ヵ
）

□
了
／
（
梵
字
）rim

4

」
と
あ
る
（
／
は
改
行
を

示
す
）。「
山
」
の
下
に
「
寺
」
が
あ
る
か
否
か
判
定
し
づ
ら
い
が
、
書
写
識
語
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
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図
版
１

ワークショップ　栄西と初期禅宗に関する新出聖教断簡の復原

　
も
う
一
つ
は
、
新
一
〇
合
二
六
〇
号
の
一
紙
（
縦
約
二
八
・
五
、
横
約
二
四
・
二
、
二
〇
〇
五

年
十
二
月
発
見
）
で
、
中
央
に
「
重
修
教
主
決
秘

」、
左
下
に
「
憲
照
」、
そ
の
左
上
に
「（
梵

字
）rim

4

」
と
あ
る
（
図
版
２
参
照
）。

図
版
２

（
中
央
）

（
左
下
）

　「
憲
照
」
は
「
重
修
教
主
決
秘

」
と
は
別
筆
に
見
え
、
本
書
の
伝
領
者
と
考
え
ら
れ
る
（
憲

照
に
つ
い
て
は
次
節
で
言
及
す
る
）。
問
題
は
、「（
梵
字
）rim

4

」
な
る
人
物
で
あ
る
。
新
一

〇
合
二
一
一
号
の
署
名
は
そ
の
右
の
識
語
と
同
筆
と
見
え
る
の
で
、
書
写
者
で
あ
る
と
考
え
た

い
。
た
だ
し
、
署
名
の
み
が
別
筆
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と

「（
梵
字
）rim

4

」
は
伝
領
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
そ
の

根
拠
と
な
る
資
料
が
、
七
四
合
六
五
号
『
五
輪
成
身
法
密
記
』
一
帖
で
あ

（
（
（

る
。
そ
の
末
尾
識
語

に
、

　
　
建
久
九
年
暮
春
之
比
於
神
護
寺

　
　
書
写
之
畢
　
　
　
　（
梵
字
）rim

4

と
あ
り
、
識
語
・
署
名
・
本
文
は
同
筆
に
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
改
偏
教
主
決
』
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
「
神
護
寺
」
で
書
写
活
動
を
し
て
い
る
「（
梵
字
）rim

4

」
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ

り
、『
改
偏
教
主
決
』
も
「
高
雄
山
」
す
な
わ
ち
「
神
護
寺
」
で
、「（
梵
字
）rim

4

」
な
る
人

物
に
よ
り
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
現
存
し
て
い
る
『
改
偏
教
主
決
』
は
建
久
九
年
の
写
本
そ
の
も
の
で
あ
る
の

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
判
断
を
留
保
し
た
い
。
理
由
の
一
つ
は
、「
高
雄
山
」
の

「
雄
」
が
後
か
ら
小
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
建
久
の
写
本
を
後
に
書

写
し
た
際
の
不
手
際
と
見
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、『
改
偏
教
主
決
』
と
『
五
輪

成
身
法
密
記
』
の
本
文
の
筆
跡
を
比
べ
て
み
る
と
、
同
一
の
も
の
と
判
定
す
る
こ
と
が
躊
躇
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
ち
ら
か
が
、
ま
た
は
両
方
が
転
写
だ
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
両
者
と
も
「（
梵
字
）rim

4

」
の
手
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
両
者
は

書
物
と
し
て
の
体
裁
が
大
き
く
異
な
り
（『
五
輪
成
身
法
密
記
』
は
縦
一
八
・
一
糎
、
横
一
五
・

八
糎
の
枡
形
本
）、
書
写
の
態
度
も
違
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
は
、
断
定
を
控
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
が
、「（
梵
字
）rim

4

」
が
建
久
頃
に
活
動
し
た
人
物
だ
と
し

て
、
一
体
そ
れ
は
誰
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
素
性
は
未
だ
謎
で
あ

（
（
（

る
。
以
下
で
は
、
今
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
る
「（
梵
字
）rim

4

」
関
係
の
資
料
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
同
じ
栄
西
著
作
で
あ
る
『
隠
語
集
』
で
、
そ
の
末
尾
の
識
語
が
図

版
３
で
あ
る
。
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図
版
３

　「
校
点
了
（
梵
字
）rim

4

／
伝
領
慈
□
□
之
本
／
相
伝
□
□
□
」
と
あ
る
。「
慈
□
□
」
は
判

読
が
困
難
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
文
字
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
上
書
き
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ

れ
と
「
相
伝
□
□
□
」
の
文
字
は
同
筆
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
と
異
な
る
筆
が
「
校
点
了
」
と

「（
梵
字
）rim

4

」、
さ
ら
に
「
伝
領
…
…
之
本
」
で
、
こ
の
三
つ
は
同
筆
の
よ
う
に
見
え
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、「（
梵
字
）rim

4

」
な
る
人
物
は
『
隠
語
集
』
を
伝
領
し
、
校
合
を
加
え
た
人

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
本
文
中
に
は
校
合
注
記
が
あ
り
、
そ
れ
と
、
こ
こ
に
掲
出

し
た
識
語
と
は
同
筆
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
自
体
と
同
筆
と
言
え
る
か
と

い
う
と
、
判
定
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
書
写
者
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　『
隠
語
集
』
と
近
似
す
る
識
語
を
持
つ
の
が
、
四
六
合
七
一
号
『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用

事
』
で
、
表
紙
右
下
に
「
淳
照
」、
本
文
末
尾
に
、

　
　
　
校
正
了
（
梵
字
）rim

4

　
　
　
　
秘
々
也
〔
朱
〕

　
　
　
伝
領
□
□
院
之
本

　
　
　
　
　
　
　
伝
領
俊
誉

と
あ
る
。
本
文
に
は
、
校
合
注
記
が
あ
り
、「
校
正
了
（
梵
字
）rim

4

」
と
い
う
識
語
と
同
筆

と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
校
合
注
記
と
本
文
と
が
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
か
は
、
こ
れ

も
判
定
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
に
つ
い
て
も
「（
梵
字
）rim

4

」
が
書
写
者
で
あ

る
と
は
断
定
で
き
な
い
。『
隠
語
集
』
と
比
べ
る
と
、
本
文
の
筆
跡
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
、

か
つ
「
校
正
了
（
梵
字
）rim

4

」
と
い
う
箇
所
も
字
体
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
を
ど

う
考
え
れ
ば
よ
い
か
な
お
検
討
を
要
す
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
伝
領
□
□
院

之
本
／
伝
領
俊
誉
」
の
書
き
方
で
あ
る
。「
□
□
」
の
部
分
は
も
と
の
文
字
に
上
書
き
し
て
あ

り
、「
慈
心
」
と
読
め
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
だ
が
、「
伝
領
…
…
院
之
本
」
と
は
別
筆
で
あ

り
、
か
つ
次
行
の
「
伝
領
俊
誉
」
と
同
筆
に
見
え
る
。
こ
れ
は
『
隠
語
集
』
と
近
似
す
る
識
語

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
隠
語
集
』
で
は
識
語
の
最
終
行
が
「
相
伝
」
で
あ
り
、「
伝
領
」
と
は

異
な
る
。
ま
た
、
そ
の
下
の
文
字
も
判
読
で
き
な
い
の
で
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
両
者
は
同
じ
伝
来
経
路
を
辿
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

（
（
（

る
。

　
こ
こ
に
名
前
の
見
え
る
俊
誉
が
伝
領
し
た
本
と
し
て
、
同
じ
四
六
合
に
『
持
宝
金
剛
念
誦
次

第
』
が
あ
る
（
七
二
号
）。
そ
の
末
尾
識
語
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
交
了

　
　
　
　
以
光
明
山
本
書
写
之
了

　
　
　
　
　
　
菩
提
山
□
心
院
之
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
領
俊
誉

と
い
う
も
の
で
、「
菩
提
山
□
心
院
之
本
」
の
一
行
は
擦
り
消
し
て
あ
る
。
そ
の
た
め
判
読
し

づ
ら
い
の
で
あ
る
が
、「
□
心
院
」
は
「
発
心
院
」
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

見
る
と
、『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
で
「
慈
心
」
の
下
に
も
と
も
と
書
か
れ
て
い
た
文
字

は
「
発
心
」
と
判
読
し
て
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。『
隠
語
集
』
で
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
り
、

さ
ら
に
ど
ち
ら
に
も
「
菩
提
山
」
と
は
な
い
の
で
確
実
で
は
な
い
の
だ
が
、（
菩
提
山
）
発
心

院
が
『
隠
語
集
』『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
伝
来
の
場
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
お

き
た

（
（
（

い
。

　『
隠
語
集
』
と
『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
は
と
も
に
、「（
梵
字
）rim

4

」
の
校
合
識
語

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
点
、
校
合
識
語
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
五
二
合
一
九
号

『
南
円
堂
鎮
壇
』
一
帖
で
、
表
紙
左
に
「
南
円
堂
鎮
壇
　
　（
梵
字
）rim

4

」、
本
文
末
尾
に
「
校

合
了
　（
梵
字
）rim
4

」
と
あ
る
。
表
紙
外
題
は
本
文
と
同
筆
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
末
尾
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の
校
合
識
語
は
同
筆
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
。
同
筆
な
ら
ば
、「（
梵
字
）rim

4

」
は
校
合
者

で
あ
り
、
書
写
者
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
本
文
の
筆
跡
は
『
隠
語
集
』
と
も
、

『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
と
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
校
合
識
語
で
は
な
い
が
、
加
点
識
語
を
持
つ
の
が
新
一
一
合
五
二
号
の
断
簡
一
紙
で
あ
る
。

こ
れ
は
仮
題
「
宗
論
」（「
天
台
百
誤

（
（
（

論
」）
の
識
語
部
分
で
、
以
下
に
そ
れ
を
筆
跡
に
よ
り
三

つ
の
部
分
に
分
け
て
示
す
。

　
　（
識
語
１
）
□（

長
寛
ヵ
）
□
元
年
六
月
十
一
日
於
成
身
院
別
院
地
蔵
院
以
法
明
房
之
本
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
円
信
之
本
　
一
交
了

　
　（
識
語
２
）　
　
　
　
　
　
　
為
偏
佛
法
興
隆
広
作
佛
事
書
写
処
也

　
　（
識
語
３
）　
　
　
　
　
　
　
一
披
之
次
処
々
指
点
了
誤
多
端
歟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
梵
字
）rim

4

本
文
の
筆
と
近
い
の
は（
１
）で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
本
文
自
体
、
何
人
か
の
手
に
な
る
よ
う
に

も
見
え
、（
２
）と
近
い
筆
跡
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て（
３
）は
別
筆
に
見
え
る
。
本
文
に
施

さ
れ
た
訓
点
の
一
部
と
同
筆
か
と
も
思
わ
れ
、
と
す
る
な
ら
ば
本
書
に
お
い
て
「（
梵
字
）

rim

4

」
は
加
点
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
一
点
、「（
梵
字
）rim

4

」
の
書
写
識
語
を
持
つ
の
が
、
五
一
合
一
六
九
号
『
不
二
大

日
秘
事
口
伝
』
一
巻
で
、
本
文
末
尾
に
、

　
　
丁
卯
歳
七
月
十
八
日
以
越
後
僧
都
之
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
写
之
畢
金
剛
乗
末
資
（
梵
字
）rim

4

と
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
見
つ
か
っ
て
い
る
「（
梵
字
）rim

4

」
の
署
名
を
持
つ
本
の
う

ち
唯
一
の
巻
子
本
で
あ
る
。「
丁
卯
」
の
年
と
し
て
は
、
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）、
文
永
四
年

（
一
二
六
七
）、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
が
考
え
ら
れ
る
が
、「（
梵
字
）rim

4

」
が
建
久
年
間

に
活
動
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
な
ら
ば
、
承
元
元
年
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
文
の

筆
跡
は
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
資
料
の
ど
れ
と
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
以
上
が
、「（
梵
字
）rim

4

」
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
る
が
、
本
の
体
裁
と
し
て
は
、『
五
輪

成
身
法
密
記
』
と
『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
と
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
他
は
、
袋
仮
綴
本
で

あ
っ
た
り
巻
子
本
で
あ
っ
た
り
と
ど
れ
も
異
な
っ
て
い
て
統
一
性
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
識
語

の
内
容
も
、
書
写
を
示
す
も
の
、
校
合
を
示
す
も
の
、
加
点
を
示
す
も
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ど
こ

ま
で
が
彼
の
手
に
な
る
も
の
か
不
確
か
な
面
が
多
い
。
そ
れ
と
関
連
し
て
何
よ
り
問
題
な
の

は
、
本
文
筆
跡
が
ど
れ
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
、
転
写
の
可
能
性
も
考
え
つ
つ
慎
重

に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
今
回
提
示
し
た
資
料
は
あ
く
ま
で
現
時
点
で

見
つ
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
「（
梵
字
）rim

4

」
の
署
名
を
持
つ
聖
教
が
さ
ら
に
見

つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
探
し
出
し
た
上
で
考
え
直
し
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　「（
梵
字
）rim

4

」
が
い
か
な
る
僧
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
回
挙
げ
た
聖

教
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
も
今
後
の
課
題
で
、
現
時
点
で
は
、

は
な
は
だ
漠
然
と
し
た
言
い
方
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
南
都
に
関
係
す
る
真
言
僧
の
面

影
が
漂
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
栄
西
著
作
二
点
は
、
一
方
は
真
言
宗
に
お
け
る
教
主

論
、
一
方
は
男
女
の
交
合
を
隠
語
と
し
て
理
智
冥
合
・
胎
金
冥
合
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ

（
（
（

た
。

『
五
輪
成
身
法
密
記
』『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』『
不
二
大
日
秘
事
口
伝
』
が
真
言
の
書
で

あ
る
こ
と
は
書
名
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
は
東
寺

真
言
宗
に
ま
つ
わ
る
口
伝
を
記
し
た
も
の
で
真
言
行
者
が
用
心
す
べ
き
条
々
に
、「
宗
大
事
」

「
宝
珠
事
」「
五
指
量
愛
染
事
」「
東
寺
事
」「
請
雨
経
事
」
の
各
条
を
加
え
て
一
書
と
し
て
い

る
。『
南
円
堂
鎮
壇
』
は
弘
法
大
師
が
鎮
壇
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
興
福
寺
南
円
堂
に
関
す
る
も

の
で
、
南
都
真
言
宗
の
聖
教
と
言
え
る
。
仮
題
「
宗
論
」（「
天
台
百
誤
論
」）
は
、
戒
壇
問
題

に
関
し
て
南
都
の
立
場
か
ら
天
台
を
論
駁
し
た
も
の
で
、
密
教
色
は
薄
い
が
、
南
都
の
真
言
僧

が
律
や
三
論
・
法
相
を
兼
学
し
た
様
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
に
思
う
。「（
梵
字
）rim

4

」
の
学

問
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
聖
教
を
探
索
し
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
に
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
興
味
深
い
成
果
が
得
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
の
課
題
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
今
回
挙
げ
た
資
料
か
ら
「（
梵
字
）

rim

4

」
な
る
人
物
に
つ
い
て
言
え
そ
う
な
こ
と
は
、
建
久
年
間
か
ら
承
元
年
間
こ
ろ
、
つ
ま
り

一
二
〇
〇
年
前
後
に
活
動
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、「
高
（
雄
）
山
」「
神
護
寺
」「
成
身
院
別

院
地
蔵
院
」
な
ど
の
場
、「
法
明
房
」「
円
信
」「
越
後
僧
都
」
と
い
っ
た
人
物
に
関
係
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「（
梵
字
）rim

4

」
が
関
与
し
た
書
物
の
伝
来
に
関
わ
る
場
・
人
と
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し
て
は
「
慈
心
院
」「
発
心
院
」「
憲
照
」「
淳
照
」「
俊
誉
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

う
ち
新
一
〇
合
二
六
〇
号
の
一
紙
に
名
前
の
あ
っ
た
憲
照
は
、『
改
偏
教
主
決
』
の
伝
来
に
関

わ
っ
て
特
に
注
目
さ
れ
る
人
物
な
の
で
、
次
節
で
簡
略
に
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

三
　
伝

　
　
来

　
憲
照
が
ど
の
よ
う
な
本
を
伝
領
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
淳
照
の
伝
領
本
と
関
連
し
て
、

真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
五
巻
『
聖
徳
太
子
伝
集
』
の
「
解

（
（（
（

題
」
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
書
写
識
語
に
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）「
中
川

地
蔵
院
」、「
淳
円
」
と
あ
る
の
に
つ
い
て
、
同
じ
「
淳
」
字
を
冠
す
る
淳
照
が
中
川
ゆ
か
り
の

学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
、
淳
照
と
近
い
位
置
に
い
た
憲
照
も
中
川
ゆ
か
り
の
本
を
い
く
つ
か
伝
領

し
て
い
る
こ
と
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
憲
照
は
例
え
ば
、
中
川
成
身
院
で
書
写
さ
れ
た

『
日
本
法
花
験
記
』
や
、「
中
川
無
量
寿
院
朝
酉
」
の
伝
領
識
語
を
持
つ
『
法
相
名
目
』
を
伝
領

し
て
い
る
。
ま
た
淳
照
は
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）、
中
川
無
量
寿
院
で
朝
酉
が
書
写
し
た

『
六
字
経
験
記
』
や
、
同
じ
中
川
の
朝
酉
が
書
写
し
た
『
仁
王
経
法
』『
請
雨
経
法
』『
法
華
法

略
次
第
』
を
伝
領
し
て
い
る
。
淳
照
と
憲
照
は
と
も
に
中
川
ゆ
か
り
の
僧
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
栄
西
著
作
を
含
む
「（
梵
字
）rim

4

」
の
署
名
を
持
つ
聖
教
の

伝
来
の
場
と
し
て
中
川
が
有
力
な
候
補
に
な
っ
て
く
る
。『
改
偏
教
主
決
』
が
憲
照
伝
領
本
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
の
表
紙
右
下
に
「
淳
照
」
の
署
名
が
あ

り
、
こ
れ
が
淳
照
伝
領
本
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
（『
隠
語
集
』
は
「
淳
照
」
の
署
名
こ

そ
な
い
が
、『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
と
近
似
す
る
識
語
を
持
っ
て
い
た
）。
さ
ら
に
、
仮

題
「
宗
論
」
の
識
語
に
あ
る
「
成
身
院
別
院
地
蔵
院
」
が
中
川
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
合
わ
せ

る
と
、「（
梵
字
）rim

4

」
の
聖
教
が
中
川
を
経
由
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

確
実
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
有
力
な
候
補
と
し
て
考
慮
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
憲
照
・
淳
照

の
伝
領
本
は
東
大
寺
東
南
院
を
経
て
真
福
寺
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。

　
以
上
、
現
段
階
で
見
出
さ
れ
て
い
る
資
料
の
み
で
は
、
な
か
な
か
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い

の
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
進
展
を
期
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

注

（
1
）  

自
筆
書
状
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
伸
道
「
大
須
観
音
宝
生
院
真
福
寺
文
庫
所
蔵
『
因
明
三
十
三
過
記
』
紙

背
文
書
│
栄
西
自
筆
書
状
の
出
現
│
」『
愛
知
県
史
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
、『
無
名
集
』
と

『
隠
語
集
』
に
つ
い
て
は
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
三
巻
『
中
世
先
徳
著
作
集
』
臨
川
書
店
、
二
〇

〇
六
年
十
一
月
に
紹
介
さ
れ
た
。

（
2
）  

真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
十
巻
『
東
大
寺
本
末
相
論
史
料
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
四
月
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。

（
3
）  

こ
の
過
程
で
、『
安
極
玉
泉
集
』（
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
一
期
第
四
巻
『
中
世
唱
導
資
料
集
』
所
収
）
の

断
簡
も
一
部
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
合
わ
せ
て
報
告
し
た
「
初

期
禅
宗
聖
教
断
簡
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
途
中
か
ら
注
目
し
て
取
り
出
し
始
め
た
。
二
〇
〇
七
年
度
か

ら
よ
り
本
格
的
な
断
簡
調
査
が
始
ま
っ
た
の
で
、『
改
偏
教
主
決
』
の
見
落
と
し
分
と
合
わ
せ
て
、
今
後

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
4
）  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
点
で
は
「（
梵
字
）rim

4

」
が
書
写
者
で
あ
る
か
伝
領
者
で
あ
る
か
慎
重
に
考

え
る
べ
き
と
発
言
し
た
が
、
そ
の
後
『
五
輪
成
身
法
密
記
』
を
見
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
書
写
者
と
判
断

す
る
見
方
に
傾
い
た
。

（
5
）  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
先
生
方
か
ら
義
林
房
や
円
琳
な
ど
、
い
く
つ
か
の
可
能

性
を
御
指
摘
い
た
だ
い
た
。
栄
西
の
弟
子
と
も
言
わ
れ
る
円
琳
は
有
力
な
候
補
で
あ
る
が
、
そ
の
著
『
菩

薩
戒
義
疏
鈔
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
生
年
は
建
久
元
年
で
あ
り
、
や
や
苦
し
い
（
円
琳
と
『
菩
薩
戒
義
疏

鈔
』
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
論
文
が
あ
る
が
、
比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
山
口
興
順
「
円
琳
撰
『
菩

薩
戒
義
疏
鈔
』
に
つ
い
て
│
引
用
典
籍
の
考
察
を
中
心
に
│
」『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
一
八

号
、
一
九
九
四
年
三
月
を
参
照
し
た
）。
確
実
な
決
め
手
が
見
つ
か
る
ま
で
な
お
調
査
を
継
続
し
た
い
。

と
同
時
に
、
大
方
の
御
教
示
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
6
）  

『
付
真
言
秘
密
條
々
可
用
事
』
は
本
の
体
裁
が
『
五
輪
成
身
法
密
記
』
と
酷
似
し
て
い
る
。
前
者
の
法

量
は
縦
一
八
・
七
糎
、
横
一
六
・
一
糎
で
後
者
よ
り
や
や
大
き
い
が
同
じ
枡
形
本
で
あ
る
。
一
面
八
行
の
押

界
は
界
高
約
一
五
・
一
糎
、
界
幅
約
一
・
七
糎
で
、
両
者
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
渋
染
雲
母
引
き
の
表

紙
を
本
文
第
一
紙
に
貼
り
付
け
て
、
そ
の
左
端
の
天
地
全
体
を
く
る
む
形
の
貼
題
簽
を
施
す
体
裁
も
共
通

し
て
い
る
。
た
だ
し
本
文
の
筆
跡
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、

な
お
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

（
7
）  
可
能
性
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
真
福
寺
に
は
「
中
川
発
心
院
」
由
来
の
本
が
あ
る
。
別
置
本
『
苾
蒭

別
解
脱
戒
』
一
巻
は
「
元
暦
元
年
十
月
十
二
日
於
中
川
発
心
院
書
写
了
」
と
の
識
語
を
持
つ
。
後
述
す
る

よ
う
に
『
改
偏
教
主
決
』
の
伝
領
者
で
あ
る
憲
照
は
中
川
と
関
係
が
深
い
の
で
、『
隠
語
集
』
や
『
付
真

言
秘
密
條
々
可
用
事
』
が
「
中
川
発
心
院
」
由
来
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、「
慈
心

院
」
に
つ
い
て
は
、
真
福
寺
に
は
「
上
醍
醐
慈
心
院
」
由
来
の
本
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
と
確
定
す

る
に
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
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（
8
）  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
に
は
、
梵
字
（rim

4

）
の
学
問
に
関
連
し
て
、
仮
題
「
宗
論
」（「
天
台
百
誤

論
」）
に
つ
い
て
も
や
や
詳
し
く
言
及
し
、
考
察
す
べ
き
課
題
な
ど
見
通
し
を
述
べ
た
が
、
本
稿
で
は
割

愛
し
た
。

（
9
）  
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
三
巻
『
中
世
先
徳
著
作
集
』
の
「
解
題
」
参
照
。

（
10
）  

真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
五
巻
『
聖
徳
太
子
伝
集
』「
解
題
」
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

（
11
）  

真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
十
巻
『
東
大
寺
本
末
相
論
史
料
』
に
収
録
さ
れ
た
、「
醍
醐
寺
初
度
具
書
　

紙
背
文
書
」
に
は
「
実
名
改
之
候
、
今
ハ
淳
照
ニ
テ
候
、
聊
軽
子
細
候
て
改
之
候
了
」
と
の
一
文
を
含
む

頼
心
宛
の
書
状
が
含
ま
れ
て
お
り
、
両
者
の
交
流
と
活
動
が
興
味
を
惹
く
。


